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「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
虐
げ
ら
れ
た
人
々
を
保
護
す
る
た

め
、『
特
別
軍
事
作
戦
』
を
実
施
す
る
」
と
演
説
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
を
命
じ
た
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
は

二
月
二
七
日
、「
ロ
シ
ア
は
ソ
連
が
崩
壊
し
た
あ
と
も
最
強

の
核
保
有
国
の
一
つ
だ
。
ロ
シ
ア
へ
の
攻
撃
は
壊
滅
的
な

結
果
を
も
た
ら
す
」
と
核
兵
器
の
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
、
米

国
と
欧
州
各
国
を
牽
制
し
た
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
「
核
使
用
発
言
」
は
、
必
ず
し
も
こ

れ
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
原
発
施
設
を
攻

撃
し
占
領
し
た
、
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
、
世
界
は
震
撼

し
た
。「
核
兵
器
」
の
非
人
道
性
は
、
実
際
に
は
、
核
兵
器

は
「
使
え
な
い
兵
器
」
で
あ
る
こ
と
が
、
常
識
に
な
っ
て
き

て
い
た
か
ら
だ
。

　

広
島
、
長
崎
か
ら
七
七
年
。
ち
ょ
う
ど
、
核
兵
器
禁
止

条
約
が
発
効
し
て
一
年
。
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
遅
れ
て
い
た
、

第
一
回
締
約
国
会
議
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
き
だ
っ
た
。

　

問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
と
に
か
く
「
非
核
三
原
則
」
を

守
ら
せ
て
き
た
国
民
を
ご
ま
か
し
、
米
国
首
脳
の
「
先
制

核
攻
撃
否
定
宣
言
」
を
妨
害
し
、
と
っ
く
に
破
綻
し
た
「
核

抑
止
論
」
を
後
生
大
事
に
守
る
こ
と
で
、
軍
需
産
業
か
ら

の
お
こ
ぼ
れ
を
期
待
す
る
、
情
け
な
い
日
本
の
権
力
者
た

ち
…
。「
被
爆
者
の
願
い
」も
無
視
す
る
元
首
相
か
ら
は「
核

共
有
」
論
ま
で
飛
び
出
し
た
。
プ
ー
チ
ン
発
言
、
核
抑
止

論
、
核
共
有
論
、
と
ぼ
け
続
け
る
核
大
国
。
そ
れ
に
惑
わ

さ
れ
、
世
界
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
「
御
用
論
者
」…
。

　

一
方
、
核
兵
器
禁
止
条
約
第
一
回
締
約
国
会
議
は
、
二

〇
二
二
年
六
月
二
一
日
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た
。
こ

の
日
ま
で
に
、
条
約
に
署
名
し
た
国
は
八
六
カ
国
、
締
約

国
は
六
六
カ
国
に
達
し
、
会
議
に
は
、
三
三
の
非
締
約
国

と
多
く
の
国
際
機
関
、
八
五
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
参
加
、「
核
で
は

平
和
は
守
れ
な
い
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

世
界
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？　
「
核
」
を
抱
い
て
、
滅
亡

の
道
を
歩
む
の
か
、「
核
」
を
捨
て
て
、「
核
な
き
世
界
」
を

目
指
す
の
か
。

　

二
〇
二
二
年
前
半
、
世
界
を
揺
る
が
せ
た
二
つ
の
動
き

は
、
結
局
、「
核
な
き
世
界
」
に
向
か
っ
て
力
強
く
流
れ
る

人
間
の
歴
史
の
本
流
に
、
逆
ら
い
、
も
が
く
醜
悪
な
「
核

大
国
」
と
、
そ
れ
に
便
乗
す
る
人
た
ち
の
姿
を
、
世
界
に

見
せ
つ
け
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

核
の
危
機
と
核
兵
器
禁
止
条
約
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「
法
と
民
主
主
義
」
は
、
こ
う
し
た
情
勢
か
ら
、
歴
史
的

意
味
を
持
っ
た
第
一
回
締
約
国
会
議
を
中
心
に
、
そ
の
内

容
、
意
義
、
周
辺
の
活
動
な
ど
を
報
告
し
て
も
ら
い
、
特

集
と
し
た
。

　

ま
ず
、
総
論
的
な
意
味
で
の
「
核
兵
器
禁
止
条
約（
Ｔ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
）第
一
回
締
約
国
会
合
の
成
果
と
課
題
」
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
核
兵
器
禁
止
条
約
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
山
田

寿
則
・
明
治
大
学
兼
任
講
師
に
お
願
い
し
た
。
い
ま
の
世

界
の
核
情
勢
の
中
で
、
こ
の
条
約
が
持
つ
意
味
を
理
論

的
、
実
践
的
に
整
理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
は
、「
宣
言
」
と
「
行
動
計

画
」
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
語
り
継
が

れ
て
き
た
「
戦
争
非
合
法
化
」
運
動
の
一
つ
の
到
達
点
で

も
あ
る
。
一
般
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て
い
な
い
が
、
特

集
で
は
、「
行
動
計
画
」
は
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の

「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」
は
全
文
を
掲
載
し
た
。

　

次
に
、
核
兵
器
禁
止
運
動
で
の
国
連
の
会
議
に
は
、
常

に
、
非
政
府
組
織（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）の
会
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
取
り
組
ま
れ
る
。
今
回
の
締
約
国
会
議

に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
が
取
り
組
ま
れ
た
。
会
合
を
盛

り
上
げ
た
周
辺
の
雰
囲
気
を
含
め
、
現
地
の
動
き
を
日

本
原
水
協
の
土
田
弥
生
事
務
局
次
長
に
報
告
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
、
被
爆
者
運
動
の
中
心
で

あ
る
日
本
が
、
こ
の
条
約
に
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
は
ど

う
見
て
も
異
常
で
あ
る
。
な
ぜ
、
日
本
は
核
兵
器
禁
止
条

約
を
い
わ
ば「
敵
視
」し
、
参
加
し
て
い
な
い
の
か
。

　

三
つ
め
の
論
考
と
し
て
、こ
の
問
題
を
日
本
反
核
法
律
家

協
会
の
大
久
保
賢
一
会
長
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。「
日

本
政
府
は
、
な
ぜ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
敵
視
す
る
の
か

│
│
岸
田
首
相
の『
核
兵
器
の
な
い
世
界
』の
実
像
」で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
回
の
特
集
に
は
、
二
本
の
論
文
を
加
え

て
も
ら
っ
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
は
若
者
の
集
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の

集
会
に
参
加
し
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
青
年
に
も
報

告
を
お
願
い
し
た
。
首
都
圏
の
青
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「K
N
O
W
 N
U
K
E
S T
O
K
YO

」
を
進
め
て
い
る
慶
應
大
、

高
橋
悠
太
さ
ん
の
報
告
「
締
約
国
会
議
に
参
加
し
て
│
│

私
た
ち
の
社
会
は
、
私
た
ち
の
手
で
作
る
」
で
あ
る
。
集

会
に
、
日
本
か
ら
高
校
生
の
「
平
和
大
使
」
も
含
め
、
多

く
の
青
年
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

世
界
へ
の
お
お
き
な
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
「
法
律
家
の
役
割
」
で
あ
る
。
一

九
五
〇
年
代
か
ら
被
爆
者
救
援
か
ら
核
兵
器
禁
止
へ
と
動

い
て
い
っ
た
法
律
家
の
運
動
は
、
や
は
り
こ
こ
で
も
振
り

返
っ
て
、
今
後
に
つ
な
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

自
身
も
さ
ま
ざ
ま
に
活
動
さ
れ
て
き
た
内
藤
雅
義
弁
護

士
に
歴
史
を
振
り
返
っ
て
総
括
し
て
い
た
だ
い
た
。「
核
兵

器
禁
止
条
約
に
お
け
る
法
律
家
の
役
割
」
で
あ
る
。

　

戦
後
七
五
年
を
経
て
、
戦
争
経
験
者
が
次
々
と
他
界
さ

れ
る
中
で
、
運
動
と
そ
の
意
味
の
継
承
を
ど
う
し
て
い
く

か
、
は
い
ま
の
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
民
主
主
義
運
動
の
課
題

で
あ
る
。

　

現
代
の
世
界
で
恐
ら
く
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で

あ
り
、
全
人
類
史
的
課
題
で
あ
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
・

核
廃
絶
運
動
」
を
考
え
て
い
た
だ
く
上
で
、
重
要
な
報
告

を
集
め
て
い
る
。
こ
の
特
集
が
、
運
動
の
広
が
り
と
前
進

に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
、
編
集
者
と
し
て
も
、
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
。

 

（「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会  

丸
山
重
威
）
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